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 広島県中小企業団体中央会２０２５年４月分情報連絡員一覧票 

（食料品） 

中国醤油醸造協同組合 

 当月の出荷量は前月比＋２９．８％、前年同月比＋７．２％。売上高は前月比＋２７．８％、前年同月比

１５．５％となった。 

広島県東部菓子商工業協同組合 

 コストが上昇している。他都市でいわれているインバウンド特需は特に感じられない。 

（木材・木製品） 

●木材・木製品 

広島県木材協同組合連合会 

【全 国】 

３月の新設住宅着工戸数は８９，４３２戸で前年同月比＋３９．１％、季節調整済年率換算値では１，０

８０千戸（前月比＋３４．１％）となった。利用関係別では、持家は２２，８６７戸で前年同月比＋３７．

４％、貸家は４２，５２５戸で＋５０．６％、分譲住宅は２３，５７１戸で＋２２．８％、また木造住宅は

５１，５１９戸で前年同月比＋４４．７％であった。住宅着工動向の前年同月比は、持家が３ヵ月ぶりの増

加となり、貸家が２ヵ月連続の増加、分譲住宅が２ヵ月連続の増加となった。木造住宅についても２ヵ月連

続の増加となっている。 

【広島県】 

３月の新設住宅着工戸数は２，１７５戸で前年同月比＋７０．９％、うち持家は４２６戸で＋２３．１％、

貸家は１，０２３戸で＋１５２．０％、分譲は７０２戸で＋３４．７％であり、県全体の住宅着工戸数の前

年同月比は再び増加し、延床面積も前年同月比＋５１．６％となっており、昨年同月の受注が悪すぎた影響

もあるが、受注量は回復している。 

当月のプレカット工場の稼働は、３月の４号特例縮小（建築基準法改正により、これまで建築確認の際の

構造審査が省略できた「４号特例」の大幅な縮小）の前の物件における駆け込み申請が一時的に増加し、４

月半ばまでその勢いを維持する工場があるが、着工後に新制度下で建築確認審査に要する期間が長引くこと

で、着工ペースが一時的に鈍るとの見方が多い。 

（化学・ゴム） 

●工業用ゴム製品 

中国ゴム工業協同組合 

 先月から業況に大きな変化は見られない。米国による関税措置や為替の変動などの影響により、今後の業

況が読みづらくなっている。加えて、原油価格の低下により、これまでのような価格転嫁に向けた動きが減

少してくると感じる。 

●プラスチック製品製造業 

広島県プラスチック工業会 

・主要顧客である自動車業界では、為替の変動や米国による関税措置などの影響を強く受ける可能性があ 

るため、それらの動向や自動車メーカーの生産台数情報などをより注視しておく必要がある 

・日用品や一般消費材も景況は停滞している 

（窯業・土石製品） 

●窯業・土石製品 

広島地区生コンクリート協同組合 

・出荷状況 

 令和７年０４月  ２，２４６㎥（前年比９１．０％） 

 令和７年０３月  ２，２２４㎥ 

 令和６年０４月  ２，４７６㎥ 

・令和７年度想定数量 ７００，０００㎥ 

広島県西部砕石協同組合 

 業界各社の値上げ活動により単価が上がってきたが、まだ追い付いていないものもあるため、引き続

き値上げ交渉を進めている状況である。生コンクリートの単価値上げに伴い、プラント骨材についても

単価値上げを交渉している。 
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●一般機械 

（一般機械器具） 

広島県東部機械金属工業協同組合 

売上は前月比＋４１％、前年同月比＋１３％となった。出荷時期の変更等が主な要因である。日工会による４

月の記者会見では、前月比で２ヶ月連続、前年同月比で６ヶ月連続の増加となった。 

リョービ関連工業協同組合 

 原材料、光熱費、人件費などの高騰の中で、米国による関税措置が主要取引先である自動車メーカーに大

きな影響を与えるため先行きの見通しが悪い。 

（電気機械器具） 

広島県東部機械金属工業協同組合（電気機械器具） 

 売上は前月比▲１％、前年同月比＋１％となった。 

（輸送用機器） 

●輸送用機械器具（自動車） 

東友会協同組合 

マツダの生産はラージ商品群を加えて大きな期待がかかるが、主力のＣＸ－５のモデルチェンジを予定し

ており、全体的には低調な生産水準となっている。これまで全体を牽引してきた米国向け販売が関税の影響

をどの程度受けるかが今後懸念される。 

（４月度自動車国内販売動向） 

全需は３１９千台、前年同月比＋１０％と４ヶ月連続で増加。（登録車は＋３．２％、軽自動車は＋１２．

４％と共に増加。）マツダ車は全体で＋５．８％と増加。（登録車＋１２．７％（８．３千台）、軽自動車▲

１３．１％（２．３千台））。 

（３月度自動車海外販売動向） 

アメリカの全需は１，５８８千台で、前年同月比＋１０．２％と増加。マツダは＋１６．１％と、前年同

月比を９ヶ月連続で上回る結果となった。 

欧州の全需は１，５１４千台で、前年同月比＋２．７％と増加。マツダは＋５．４％と増加した。 

中国の全需は１，６５０千台で、前年同月比＋６．９％と増加。マツダは＋１２．１％と増加した。 

マツダの３月の海外販売は、米国による関税措置前の駆け込み需要などにより、北米や欧州、アジアの主

要市場でも好調となり、合計台数は１０９．６千台、前年同月比＋１２．９％となった。 

（３月度自動車輸出・生産動向） 

マツダの輸出台数は、北米以外が減少して前年同月比▲１２．６％と２ヶ月連続で減少。また、国内生産

台数は、前年同月比▲１０．６％と減少した。 
八本松工業団地協同組合 

 米国による関税措置に伴う自動車メーカーの生産調整等により仕事量と売上が減少した。 

●輸送用機械器具（造船） 

中国地区造船協議会 

県内、２，５００総トン以上の令和７年３月の船舶建造許可実績は８隻、３４６，９４０総トンであった。

（前月２隻８９，６００総トン、前年同月４隻９７，５４０総トン）なお、内訳は、輸出船が８隻で、貨物

船が６隻、油槽船が２隻であった。 

（一社）中国小型船舶工業会 

 中小造船業については、前月と大きな変化は無い。 

（卸売業）  

●卸売業（総合） 

協同組合広島総合卸センター 

・新年度が明け、年度末需要の反動もあり、売上高・収益状況ともに悪化している。業界全体では販売価格 

の上昇以上に仕入価格も上昇しているため、収益の改善には直結していない 

・米国による関税措置に伴い、輸出企業を中心に事業環境の不確実性が高まっているが、回り回って国内消 

費も購買意欲低下に繋がることが予想される 

●卸売業（電設資材） 

広島県電設資材卸業協同組合 

 ４月に入り一部メーカーにて価格改定（値上）の案内があり値上が止まらない状況が続いている。また、

４月初めから中旬にかけて電線の銅ベースが大きく下がり不安定な状況になるなど、先行不透明な状況とな

っている。 
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（小売業） 

●各種商品小売業 

広島生鮮三品連絡協議会 

・４月度中央市場水産部は、大都市圏での相場高により卸や仲卸業者が仕入を諦めるケースが増加したため、 

入荷量の低迷が続いている 

・４月度中央市場青果部の取扱高は、前年比で１０１％と増加した。入荷量は前年比１１１％となった 

・最近の消費者は、米価の上昇により青果物の購入を後回しにする傾向にあり、米価の推移によっては青果 

物の売上低下が懸念される 

協同組合三次ショッピングセンター 

 好調の核店舗が毎月売上を伸ばしており、近隣のスーパーマーケット閉店の影響もあって施設売上は前年

比１１３％、来店客数は１０３％と大きく上昇した。しかし専門店物販店舗は前年並みで新規顧客獲得に苦

戦している。仕入価格上昇分を価格転嫁しても資材費、燃料費高騰は利益を圧迫しており、更なる価格転嫁

が必要不可欠となっている。 

●家庭用電気機械器具小売 

広島県電器商業組合 

令和７年４月度販売実績８９％（前年同月比）。ＡＶ商品９０％、白物商品８８％、薄型テレビ８９％（内

有機ＥＬ４３％）、ＤＶＤ９９％、冷蔵庫７７％、洗濯機９６％、ＩＨクッキングヒーター９９％、エコキ

ュート８９％、エアコン８９％、炊飯器８９％、電子レンジ８７％、掃除機８３％。メーカーが家電のウエ

イトを減らしているため、販売会社の専門店支援が弱くなってきている、商品状況も品切れが多く、販売店

は困惑している。 

●その他小売業（燃料） 

広島県石油商業組合 

 新たに燃料油価格定額引下げ措置が始まる予定である。それに伴い、燃料油の単価が下落し、消費者の買

い控えが発生することで在庫が増加し、資金繰りの悪化が懸念される。 

●商店街 

呉本通商店街振興組合 

４月８日、呉商工会議所会頭が防衛省に出向き、防衛省による日鉄呉跡地の一括購入についての陳情書を

防衛事務次官に手渡した。陳情の趣旨は、早期に契約を締結する事と地元企業の活用で、呉商工会議所とし

ても早期実現に向けて積極的に協力する旨を伝えた。旧そごう跡地を含む呉駅前再開発と日鉄跡地の動向は、

呉地区の活性化において極めて重要な事柄である。また、４月２９日（祝）は恒例の「呉みなとまつり」が

開催された。市中心部の蔵本通り一帯で、昨年より５万人多い約２５万人が街に繰り出し、パレードやステ

ージで盛り上がった。イベントでの集客力は保たれている。 

広島金座街商店街振興組合 

ミナモア開業による影響で入店客や売上が減少した店が少なからずあるが、商店街全体の来場数の減少は

あまり感じられない。 

（サービス業） 

●自動車整備業 

広島市自動車整備団地協同組合 

・車検台数は、前月比▲１０．６％、前年比▲２．９％ 

・車検場収入は、前月比▲１２．０％、前年比▲３．３％ 

・重量税・登録印紙税の売上は、前月比▲２４．６％、前年比▲８．７％ 

●広告業 

広島県広告美術協同組合連合会 

 年度末の残務などで稼働数が増加し、前年同月比で売上は増加した。 

（建設業） 

●工事業 

広島県室内装飾事業協同組合 

カーテン、敷物、壁装クロスの３品目合計について、４月度は前月比＋１．５％、前年同月比＋４．９％

となった。店舗、マンション、住宅共に物件数は下降傾向にある。 

福山地区電気工事業協同組合 

 当月の受注件数は、２５３件と前年同月比で８４％であった。 

神辺建設業協同組合 

当月は案件数が減少し、前年同月比では減少となった。加えて、物価高騰が続き景況感は悪化している。 
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（運輸業） 

●道路貨物運送業 

広島東部トラック運送事業協同組合 

・当月の売上高は、前月比、前年同月比ともに増加となった 

・軽油価格に関しては、原油価格の低下や円高などにより政府の補助金額が０円となった 

●水運業 

全国内航タンカー海運組合中国支部 

・船員の高年齢化が進み船員不足である 

・若年船員が育たない 

・運賃や用船料の改善がみられない 

（その他） 

●不動産業 

広島県不動産評価システム協同組合 

・当月は公的評価業務の入金がないため、前月比では売上や収益はやや減少した。前年同月比では一般鑑定 

業務が多かったため、増加、好転している 

・不動産市場については、全体的には住宅地、商業地ともに売買が減少している。一般向けでは、材料費の 

高騰や人手不足で、戸建住宅、共同住宅の建築等が減少している。地域的に見れば市内周辺地域、特に安 

佐南区の安古市地区の地価が上昇している。これは、資金力がある不動産業者の参入により、土地の素地 

取得競争が激しくなっていることが要因である 

・マンション販売についても、新築マンションの価格高騰により、売れ行きが低調になってきている。中古 

マンションについても依然として販売価格が高止まりしている 


